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第 1章 周産期うつ病研究の歴史と定義、特異性、およびその影響について 
 この章ではこの研究領域を理解し、実証的に研究を行うために必要な研究史、定義、周産期
うつ病に特異な点、周産期のうつ病が与える影響についてまとめた。この研究分野は古くはヒ
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第 3章 Prevalence and related factors of common mental disorders during pregnancy in 







12-24週にその医療機関を受診した 20歳以上の妊婦を、2014年 5月から 9月まで連続サンプリ
ングした。先行研究からうつ病の有病率を 3％と見積もり、必要なサンプルサイズを 173 人と
算定した。精神疾患は、国際的に用いられている構造化面接 Mini-International 
Neuropsychiatric Interview (MINI）を用いて診断した。 
実施調査期間中に対象となった妊婦は 297 名であり、そのうち研究参加に同意したのは 177
名であった。研究参加者と非参加者との間で年齢には有意差がなかったが、エジンバラ産後う
つ病自己調査票（EPDS）の得点に関しては研究参加者のほうが有意に低かった。精神疾患の有
病率は、大うつ病エピソード 2名(1.1%)、パニック障害 2名(1.1%)、広場恐怖 7名(3.9%)、社












































 日本、英国、米国、豪州の 4 か国の周産期のうつ病治療ガイドラインについてまとめ、その
特徴について比較検討を行い、さらにそこから臨床心理学的視点による介入の可能性について
検討を行った。 




























































Prevention)、第三次予防(Tertiary Prevention)の 3 つに分けられる。更に第二次予防は初期




 全体的予防介入 (universal prevention)、選択的予防介入 (selective prevention)、個別




















象に関連する因子について検討している。したがって selective preventionおよび indicated 
preventionを行う際にこの知見は有効となる可能性がある。 
























































































































































































第3章 Prevalence and related factors of common mental disorders during pregnancy in 




 年間 1500 件以上の出産を扱う埼玉県の代表的な産科医療機関を研究実施施設として、妊娠
12-24週にその医療機関を受診した 20歳以上の妊婦を 2014年 5月から 9月まで連続サンプリ
ングされた。精神疾患は、国際的に用いられている構造化面接 Mini-International 
Neuropsychiatric Interview(MINI)を用いて診断される。 
 実施調査期間中に対象となった妊婦は 297 名であり、そのうち研究参加に同意したのは 177
名であった。研究参加者と非参加者との間で年齢には有意差はなかったが、エジンバラ産後う
つ病自己調査票（EPDS）の得点に関しては研究参加者のほうが有意に低かった。精神疾患の有
病率は、大うつ病エピソード 2名（1.1％）、パニック障害 2名（1.1%）、広場恐怖 7名（3.9%）、




















は EPDS について回答を得た。妊娠中に回答を得た要因を独立変数、EPDS を従属変数としてロ
ジスティック回帰分析を行った。 













































第7章 総合考察 結論-周産期メンタルヘルスの予防の可能性 
 本研究は序論で述べたとおり、周産期うつ病の予防に関する研究である。結論要旨は以下の
ようである。 


































































③  第 3章ロジスティック回帰分析が不安定であるということに関する指摘 
再解析を行った。 




 第 5章 周産期メンタルヘルス治療ガイドラインの比較と臨床心理学的介入の可能性につい
ての検討 
 第４節 周産期の女性に対する臨床心理学的介入の可能性 
















 指摘事項に対して、2015 年 1 月 22 日、修正が適切になされた論文が再提出された。これを
博士論文にふさわしいものと評価し、審査委員会は 2016年 2月 1日、臼田健太郎氏への博士学
位記授与を承認した。 
 
